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い
の
町
自
主
防
災
組
織
学
習

会
の
開
催　

　

３
月
26
日
に
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
伊
野
で
、
い
の
町
自
主
防
災

組
織
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
１
部
と
し
て
、
安
芸
市

川
向
自
主
防
災
会
で
、
男
女
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
防
災
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
仙
頭
ゆ
か
り
講
師

の
講
演
後
、
安
芸
市
地
元
有
志
で

結
成
さ
れ
た
「
一
日
か
ぎ
り
座
」

に
よ
る
避
難
所
生
活
の
人
間
模
様

の
上
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
一
日
か
ぎ
り
座
」
の
演
劇
で

は
、
避
難
所
で
夜
泣
き
す
る
子
ど

も
、
い
び
き
の
大
き
い
男
性
、
生

理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
布
、
授
乳
の

問
題
な
ど
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
い

ろ
い
ろ
な
問
題
や
課
題
が
分
か
り

や
す
い
形
で
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
の
視
点
か
ら
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
第
２
部
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

高
知
市
民
会
議
の
山
﨑
水
紀
夫
講

師
に
よ
る
Ｈ
Ｕ
Ｇ
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
と
は
、
Ｈ
（H

inanjo

＝
避
難
所
）、
Ｕ
（U

nei

＝
運
営
）、

Ｇ
（G

am
e

＝
ゲ
ー
ム
）
の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
、
「
抱
き
し

め
る
、
受
け
入
れ
る
」
と
い
う
意

味
の
英
単
語
と
同
じ
表
記
と
な
り
、

避
難
者
を
や
さ
し
く
受
け
入
れ
る

避
難
所
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ

せ
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込

み
、
介
護
の
必
要
な
方
、
両
親
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
幼
児
、
マ
ス

コ
ミ
の
取
材
対
応
な
ど
、
様
々
な

避
難
者
や
突
発
的
な
事
項
が
示
さ

れ
各
グ
ル
ー
プ
で
対
応
を
検
討
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
、
事
前
に
考
え
て
お
く

こ
と
や
決
め
て
お
く
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
で
き
た
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
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ス

神
谷
小
・
中
学
校
で
避
難
所

運
営
訓
練
実
施

　

３
月
30
日
に
神
谷
小
中
学
校
で

避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
平
成
27
年
８
月
か
ら
、

学
校
、
自
主
防
災
組
織
、
区
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
、
町
、
県
を
メ
ン
バ
ー
と

し
て
検
討
会
を
計
５
回
開
催
し
、

神
谷
小
中
学
校
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
完
成
し
た
た
め
、
初

動
の
体
制
確
立
に
つ
い
て
実
践
訓

練
し
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
で
は
、
鍵
の
保
管
場
所
確

認
、
避
難
所
開
閉
、
安
全
確
認
、

受
付
の
設
置
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の

区
割
り
、
通
信
手
段
の
確
認
な
ど

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

【
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
】

　

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

は
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
の
町
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
・
県
の
想
定
で
、
津
波
浸
水
区

域
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
何

よ
り
家
屋
の
耐
震
化
、
家
具
の
転

倒
防
止
対
策
と
い
っ
た
揺
れ
に
対

す
る
備
え
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ご
家
庭
で
の
最
低
で

も
３
日
分
以
上
の
備
蓄
品
の
備
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
も
震
災
関
連
死

（
地
震
に
よ
る
直
接
死
で
は
な
く
、

そ
の
後
の
避
難
生
活
で
の
体
調
悪

化
や
過
労
な
ど
間
接
的
な
原
因
で

死
亡
す
る
こ
と
）
と
思
わ
れ
る
犠

牲
者
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
災
地
域
が
広
域
に
わ
た
る

た
め
、
町
、
消
防
、
警
察
な
ど
の

防
災
関
係
機
関
の
支
援
は
限
定
的

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
避
難

所
運
営
は
、
地
域
住
民
の
方
を
主

体
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
で
助
か
っ
た
命
を
つ
な
ぐ

た
め
に
も
各
避
難
所
で
の
最
低
限

の
決
ま
り
ご
と
（
鍵
の
開
閉
、
使

用
禁
止
区
域
の
設
定
、
ペ
ッ
ト
持

ち
込
み
の
可
否
、
安
全
確
認
の
方

法
、
受
付
名
簿
の
作
成
、
災
害
対

策
本
部
と
の
連
絡
方
法
、
傷
病

者
・
要
介
護
者
へ
の
対
応
）
を
決

め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
、
各
避
難
所
を

対
象
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

各
地
域
で
の
防
災
活
動
と
併
せ

て
、
命
を
つ
な
ぐ
避
難
所
運
営
対

策
に
つ
い
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業

　

こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
用
施

設
の
整
備
等
を
促
進
し
、
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発
電

用
施
設
の
設
置
及
び
運
転
の
円
滑

化
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
育
園
（
天
神
、
神

谷
、
本
川
へ
き
地
保
育
園
）
の
人

件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

▼
事
業
名

　

保
育
所
運
営
事
業

▼
交
付
対
象
事
業
費

　

２
５
，３
５
４
，８
０
０
円

▼
交
付
額

　

２
１
，９
３
３
，０
０
０
円


